
水と緑と花のまち m
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人口の動き |法律相談日

5月1日現在前月比 !I6月19日(木〉

人口 60，205+ 228 ~ 
11 9時30分......15時

男 29，217+ 92 11 

女 30.988+ 13611市役所市民相談室

世帯数16，286+111 11お気軽にどうぞ
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出勤前の点呼

土のう作り

災害から郷土を守る

水防訓練
市 消 防 団

土のつ 1違搬

土のつ構築作業

防災体制の万全を黙する

5月18日午前10時から12時まで内田川流域とその周辺

で、大石助役、井本・ 針山副団長 消防署長外 9人、 総

務課長外の見守る中で地元消防団第 1-第4分団s4人が

水防訓練をしました。

訓練は、 「豪雨により河川が氾濫状態にある」との想

定で昭和32年水害の教訓を生かし、 実戦さながらの緊張

したなかで消防署員の指示をうけ、 迅速な行動により充

分な成果を収めました。

現場は、内田川鉄橋上流左岸の溢水防止作業及び袋町

ガード下せき止め作業で、土木係長から土のうの構築方

法などの指導を受けました。

消防は、梅雨期を控え豪雨による災害の発生にそなえ

河川堤防の溢水防止等水防工、法の構築技術、要領を会得

し防災体制の万全を期するため日夜努力をしています。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長 立石直衛 印刷所/九州凸版株式会社
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字
名
廃
止
町
名
の
み

むおお

十
分
な
話
し
合
い
を

市政だより

今
年
か
ら
西
大
村
地
区
の
町
名

町
界
整
理
を
行
い
ま
す
。

町
名
町
界
整
理
は
今
ま
で
度
々

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
よ
う
に、

大
字
小
字
を
廃
止
し
て
町
に
変
更

し
土
地
、
住
所
な
ど
の
表
示
を
簡

素
化
す
る
の
が
目
的
で
す
。

そ
こ
で
乙
の
整
理
を
実
施
す
る

に
当

つ
て
は
、

町
名
町
界
設
置
基

準
を
設
け
て
行
う
の
で
す
が
、

整

理
後
は
、
そ
の
地
域
内
の
住
民
の

昭和50年 6月 1日
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

代
理
の
江
口
さ
ん
か
ら

松
本
市
長
へ
贈
呈

人
も
、
外
部
か
ら
訪
ね
て
来
た
人

も
よ
く
分
る
様
に
す
っ
き
り
し
た

形
の
町
の
区
域
に
し
た
い
も
の
で

す。
基
準
の
主
な
こ
と
は
、

て

町
界
は
、
道
路
、
水
路
、
鉄

道
で
区
別
す
る

二
、
一
町
当
り
の
面
積
は、

最
低

お
お
む
ね
十
仰
を
下
ら
な
い
よ

う
に
す
る

三
、
町
名
は
な
る
べ
く
由
緒
あ
る

玲 社 詩

吟 会 食

玲福 女
持 祉交

玲 事交

交 業 交

E宇 l乙女
平寄大

玲日首 会
も
の
に
し
た
い
が
町
民
の
方
々
の

意
見
を
考
慮
し
て
決
め
た
い
。

な
お
、
町
名
町
界
を
決
め
る
に

当
つ
て
は
、
町
内
代
表
の
方
々
と

は
も
ち
ろ
ん、

関
係
町
民
と
の
話

会
い
を
充
分
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
町
の
集
会
な
ど
へ
は
、
も

れ
な
く
ご
出
席
下
さ
る
よ
う
お
願

危険てす.ク
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進入灯に注意を

港ヲb
ニE崎長

鶴
田
浩
ニ
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
シ
ョ
ー

社
会
福
祉
事
業
に
寄
与
す
る
た

め
、
五
月
十
一
日
市
民
会
館
で
鶴

田
浩
二
チ

ャ
リ
テ
ィ
l
シ
ョ
ー
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
収
益
金
は
身
障
者
福
祉
資

金、

遺
族
会
援
護
資
金
と
し
て
、

大
村
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

並
び
に
大
村
市
遺
族
会
に
五
十
万

円
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

い
し
ま
す
。

特
に
新
町
界
を
設
定
す
る
時
は

そ
の
地
域
に
居
住
さ
れ
る
人
は
従

来
と
異

っ
た
町
に
編
入
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

該
当
さ
れ

る
人
は
、

町
総
代
や
そ
の
町
の
代

表
委
員
と
密
接
に
話
会
い
の
上、

町
界
整
理
に
ど
協
力
下
さ
い
。

花
か
お
る
五
月
一
日
デ
ビ
ュ
ー

し
た
長
崎
空
港
は
、
長
崎
県
の
空

の
玄
関
と
し
て
近
代
設
備
を
整
備

し
て
県
央
部
大
村
市
の
名
所
に
な

り、

各
界
の
注
目
を
集
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す。

つ
い
て
は
若
干
の
施
設
の
概
要

を
説
明
し
て
ど
理
解
と
ど
協
力
を

得
て、

緑
の
多
い
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
る
空
港
に
す
る
所
存
で
す
。

大
村
庖
長
か
ら

大
石
助
役
へ
贈
呈

ど
な
た
で
も
空
港
大
橋
を
渡
る

と
き
左
前
方
に
見
え
る
海
上
突
出

部
に
お
気
付
き
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
標
準
式
進
入
灯

(
A
L

S
)
で、

航
空
機
が
精
密
進
入
す

る
場
合
、
計
器
着
陸
装
置

(
I
L

S
)
と
併
用
し
て
安
全
に
着
陸
さ

せ
る
重
要
な
航
空
保
安
施
設
で
す

特
殊
な
電
気
回
路
と
電
子
管
を

市 !ι勺
一一 時、つ

ーノ;六ミトス
長崎空港平面図

ム

併
用
し
て
お
り
、
気
象
状
態
に
順

応
し
て
光
度
段
階
も
制
御
し
て
い

ま
す
。こ

の
よ
う
に
大
切
な
役
割
を
果

し
て
お
り
、
海
上
巡
視
点
検
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
非
常
に
危
険
で

す
か
ら
船
舶
や
遊
船
な
ど
は
施
設

に
近
寄
ら
な
い
よ
う
ど
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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納
税
組
合
に
つ
い
て

納
税
組
合
で
税
金
を
一
括
納
付

さ
れ
る
と
税
額
の
百
分
の
三
の
報

償
金
が
組
合
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

ま
た
優
良
納
税
組
合
の
表
彰
も

行

っ
て
い
ま
す
。

未
結
成
の
と
乙
ろ
は
十
世
帯
以

上
の
納
税
組
合
を
結
成
さ
れ
、
組

合
納
付
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
収
納
課
へ

持間 交

玲 J.5女

狩 を 大

玲言己 女
玲 念 玲

玲 し 詩

吟て E令

半 金 玲

女 一・交

交 封 女

九

91111 

五
月
九
日
武
部
郷
九
州
サ
ン
マ

l
ト
(
山
西

一
彦
社
長
)
が
市
役

所
を
訪
問
さ
れ
開
居
を
記
念
し
て

交
通
安
全
、
防
災
消
防
、
商
工
業

サ

マ

/ 

振
興
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
百

万
円
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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午
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時

i
四

時
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。

耳

と

言
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六
月
二
十
一
日

の
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ア

マ

チ

ュ

ア

無

線

講

習

会

~

J
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H・
1

中

央

公

民

館

♂

ヘ

ゲ
期
間

八
月
六
日

1
三
十

一
日
ま

申

込

申

込

用
紙
は
左
記
に
備
え

い

《

で

の

間

(
十
三
日
間
)

て
あ
り
ま
す
。

~
会
場

中
央
公
民
館

O
中
央
公
民
館

叫

ψ

内
容

電
話
級
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線

O
水
主
町

三
域
自
動
車
用
品
居

一

九

技
士
の
養
成
講
座

O
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
・
タ
i
内

川
受

付

六

月
十
日
か
ら
定
員
に
な

(

叩

り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
。

山

本
電
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金
の
手
続
を
し
て
い
な
い
人
は
手

続
を
し
て
下
さ
い
。

年
間
納
付
完
了
を
し
、

満
六
十
五

歳
を
超
え
て
い
る
人
で
、
ま
だ
年

九
再
開

5
年
年
金
加
入
者
ヘ
~

学
と
高
校
の
生
徒
で
す
。

恐
ろ
し
い
シ
ン
ナ
ー
、
ニ
ス
の

害
毒

乱
用
は

みんなの力で-追放しよう

年
金
請
求
手
続
き

ん
な
に
ふ

。
頭
痛
や
は
き
気
が
し
て
食
事
が

す
す
ま
ず
、
だ
ん
だ
ん
体
が
弱

り
ま
す

え
て
い
ま

開

始

カ=

6 

月

り

シンナー遊び

す。
昨
年
、

県
内
で
補

導
さ
れ
た

乱
用
少
年

は、

三
百

七
十
五
人

で
前
年
よ

り
も
三
十

。
気
力
が
に
ぶ
り
、
勉
強
や
仕
事

が
い
や
に
な
り
ま
す

昭
和
四
十
八
年
十
月
か
ら
再
開

五
年
年
金
制
度
に
加
入
さ
れ
た
人

で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
年

金
の
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

V

年
金
を
受
け
る
要
件

ω保
険
料

ィ
、
加
入
金

(昭
和
四
十
五
年
六

月
か
ら
四
十
八
年
九
月
ま
で
)

保
険
料
を
完
納
し
た
人

ロ、

昭
和
四
十
八
年
十
月
か
ら
五

十
年
五
月
分
ま
で
の
保
険
料
を

完
納
し
た
人

凶
満
六
十
五
歳
を
超
え
て
い
る
人

v
持
参
す
る
も
の

山
年
金
手
帳

凶
印
鑑

V

手
続
を
す
る
と
乙
ろ

保
険
年
金
課

な
お
、

昭
和
四
十
六
年

一
月
以

降
五
年
年
金
制
度
で
保
険
料
を
五

。
神
経
や
内
臓
が
お
か
さ
れ
、

気

が
狂
っ

た
り
、
体
が
だ
め
に
な

り
ま
す

域
が
力
を
合
せ
て
。

手
遅
れ
に
な
ら
な
い
う
ち
に

追
放
運
動
は

家
庭、

学
校
、
補
導
機
関
、
地

。
事
件
や
事
故
を
起
し
た
り
、

死

ぬ
こ
と
が
あ
り
ま
す。

昨
年
は

全
国
で
八
十
六
人
の
少
年
が

シ

ン
ナ
ー
乱
用
が
も
と
で
死
亡
し

ま
し
た
。

お
宅
や
近
所
の
子

供
さ
ん
が
シ
ン
ナ
ー

な
ど
乱
用
し
て
い
た

ら
、
手
遅
れ
に
な
ら

な
い
う
ち
に
警
察
の

防
犯
係
に
ご
相
談
下

さ
い
。電

話
で
も

七
Mm
ふ
え
ま
し
た
。

し
か
も
全
体
の
約
四
十
労
が
中

り

あ
な
た
の
ま
わ
り
で

!、....""

おおむ

。
少
年
た
ち
は
、

主
に
勉
強
部
屋

友
達
の
家
、
下
宿
屋
、
空
家
、

墓
地
、
公
園
な
ど
で
シ
ン

ナ
ー

遊
び
に
ふ
け
っ
て
い
ま
す

植
木
を
贈
呈

パ
ン
パ
ン
祭
り
の
益
金

大

村

青

年

会

議

所

O
K
で
す
。

。
あ
な
た
の
ま
わ
り
で
乱
用
し
て

い
る
少
年
を
見
か
け
た
り
、

間

い
た
り
し
た
ら
す
ぐ
警
察
に
知

ら
せ
て
下
さ
い
。

こ
ん
な
に
恐
ろ
し
い
遊
び
か
ら

早
く
少
年
を
救

っ
て
や
り
ま
し

ょ
v

つ。

市政だより

五
月
十
二
日
午
前
十
一

時
か
ら
の

一
端
と
し
て
贈
っ
て
い
ま
す
。

市
役
所
で
て
村
青
年
会
議
所

(鹿

植

木
は
ヤ
マ

モ
モ
一
ニ
本
、
ケ
ヤ

取
進
元
理
事
長
)
か
ら
植
木
の
目

キ
五
本
、
ャ
ブ
ツ
バ
キ
三

本
乙

録

(写
真
)
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

女
ツ
バ
キ
十
本
日
光
ヒ
パ
十
本

青
年
会
議
所
は
毎
年
恒
例
の
パ

で
森
園
郷
緑
地
広
場
横
に
仮
植
え

ン
パ
ン
祭
り
の
益
金
を
街
づ
く
り

を
し
ま
し
た
。

花

菖

蒲

見
ご
ろ
は

6
月

初

旬

dヘf‘】、""v'

(3) 
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児 童 福祉法

助産施設の利用を

国立長崎中央病院

昭
和
四
十
八
年
七
月

一
日
か
ら

国
立
長
崎
中
央
病
院
が
、
児
童
福

祉
法
に
よ
る
助
産
施
設
と
し
て
取

扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

経
済
上
ま
た
は
保
健
上
の
理
由

で
入
院
助
産
を
受
け
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
入
所
で
き
る
制
度
で

す。ム
入
所
対
象
者

扶
養
義
務
者
が
経
済
的
な
理
由

で
入
院
助
産
に
要
す
る
費
用
の

支
払
が
困
難
な
場
合

ム
保
健
上
の
理
由

て

異
常
分
べ
ん
な
ど
の
恐
れ
が

あ
る
も
の

二
、
住
居
が
挟
く
、
騒
音
が
激
し

い
た
め
自
宅
分
ベ
ん
が
不
適
当

な
七
の

三、

人
手
が
な
く
産
後
の
正
常
な

回
復
が
望
め
な
い
も
の
。

乙
の
制
度
の
適
用
を
受
け
た
い

人
は
出
産
予
定
日
が
わ
か
り
ま
し

た
ら
早
め
に
福
祉
事
務
所
に
ご
相

談
下
さ
い
。

出
産
直
前
に
相
談
さ
れ
て
も
適

用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お

気

軽

lこ

人
権
擁
護
委
員
決
ま
る

基

本

的

人

権

を

守

る

た

め

五
月
十
五
日
付
で
法
務
大
臣
か

ら
次
の
方
々
が
、
人
権
擁
護
委
員

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
と
は
、
国
民
の

基
本
的
な
人
権
が、

他
人
か
ら
犯

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
監
視

し
、
も
し
こ
れ
が
犯
さ
れ
た
場
合

は
、
そ
の
救
済
の
た
め
速
や
か
に

郵
便
局
の
簡
易
保
険
で
は
、
加

入
後
二
十
年
を
経
過
し
た
普
通
終

適
切
な
処
置
を
と
る
と
と
も
に
、

常
に
自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚

に
努
め
る
こ
と
が
主
な
使
命
に
な

っ
て
い
」三す
J
O

姉
川
浄
弘
武
部
郷
四

O
九
番

地

電

話

③
|
五
四
四

一

田

川

寿

皆

同

郷

二
三
八
番

地

電
話
@
!
八
五
四
五

立主三
日

通

終

身

保

険

に

郵

余

金

を

相

談

を

~iJ 

払

い

身
保
険
に
つ

い
て
は
、
郵
余
金

(

配
当
金
)
を
前
払
い
す
る
乙
と
に

な
り
ま
し
た
。
お
宅
の
簡
易
保
険

の
証
書
を
お
調
べ
下
さ
い
。

支
払
条
件

て
加
入
後
二
十
年
を
経
過
し
た

普
通
終
身
保
険
で
あ
る
乙
と

二
、
保
険
金
受
取
人
か
ら
請
求
が

あ
る
乙
と

三、

支
払
額
は
経
過
期
間
二
十
年

と
し
て
計
算
し
た
月
数
で
、
大

体
月
掛
保
険
料
の
八
十

一
1
百

四
十
五
月
分
位
で
す

四
、
利
息
年
六
分
:
;
・郵
余
金
を

払
渡
し
た
日
か
ら
保
険
金
支
払

事
由
発
生
の
日
ま
で
の
期
間
に

対
し
て
利
息
を
保
険
金
か
ら
差

引
き
ま
す

五
、
請
求
万
法
:
:
:
保
険
証
書
、

領
収
帳
及
び
被
保
険
者
の
生
年

月
日
を
証
明
す
る
書
類
(
戸
籍

抄
本
ま
た
は
住
民
票
抄
本
)
と

印
鑑
を
持

っ
て
郵
便
局
の
窓
口

で
請
求
し
て
下
さ
い。

※
詳
し
く
は
大
村
郵
便
局
保
険
課

(電
話
②
l
二
八
O
一
〉
へ
。

..
 
、‘，
・・az
E

、‘，・
司・冒.‘、，
E

・EE--
z

、，，
・・・z
・、a

'
'
E
E
-
-

‘‘，e
z
z

固・・、
，，.E
E

冒酒、，，
E

・e
・-町、P

)苦情 ・要 望 ・質問など 1
j 行政相 談 委員 へ ? 

大
村
地
区

.
七
九
〉

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

の
行
政
相

談

行

政

相

談

委

員

は
園
、
県
、
市

委
員
と
し
て

の

仕

事

に
つ
い
て
、
ど
う
し
て

行
政
管
理
庁

よ
い
か
わ
か
ら
な
い
、
早
く
や
っ

長
官
か
ら
、

て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
よ
う
な

苦
情
や
要
望、

質
問
な
ど
お
持
ち

の
方
々
の
相
談
相
手
と
な
り
ま
す

行
政
相
談
委
員
は
、
自
宅
相
談

の
ほ
か
、

毎
月
第
二
木
曜
日
に
午

前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
、

市
役
所

市
民
相
談
室
で
、
定
例
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

山
口
秋
博
さ

ん

(大
川
田

町
三
七
二

の

一一
)
溝
上
太

久
馬
さ
ん
(

中
諏
訪
町

一

三
八
)
、
北

野
松
代
さ
ん

ハ東
本
町
二

1.... 

.、.，・E
・E
率、‘，E
，
••• 

‘、，Ea
-
--
z

・、，
F
-
-
a
--

・、，
，・・・z
・、且，
E
E

・E.
、、，
--
-
Z
E
E

・、
，，

[ま

ん

水
道
週
間
中

6

・7
日
の
午
前
中

一

市
水
道
部
は
、
水
道
週
間
中
の

結
構
で
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談

-

六
日
(
金
)
七
日

(
土
)
の
午
前

下
さ
い
。

-

中、

市
民
相
談
室
に
水
道
相
談

所

な

お
本
年
は
第
六
回
拡
張
工
事
~

を
設
け
て
い
ま
す。

中
の
た
め
、
坂
口
浄
水
場
の
見
学

~

水
道
の
事
な
ら
ど
ん
な
事
で
も
は
ど
遠
慮
下
さ
い
。

健
康
相
談
室
を
開
設
し
て
二
カ

月
が
過
ぎ
ま
し
た。

少
し
ず
つ
皆

さ
ん
の
ご
利
用
も
多
く
な

っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
妊
婦
の
人
で
、

ま

だ
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け

ち保

健

婦

で

す

て
い
な
い
人
は
、
毎
月
第

一
l
四

水
曜
日
と
金
曜
日
の
午
前
中
、
健

康
相
談
室
で
妊
婦
相
談
を
行
っ

て

い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
と
の

日
を
ど
利
用
下
さ
い。



昭和50年 6月 1日
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

b おおむ市政だより(5) 

お

し

せ

り

注
射
と
検
診

圃
原
爆
被
爆
者
の

定
期
健
康
診
断

受
付
時
間
午
前
九
時

i

午
後
二
時

場

所

大

村

保

健

所

※
対
象
者
に
は
個
人
あ
て
通
知

法
律
で
定
め
ら
れ
た
定
期
健
康

診
断
で
す
の
で
、
必
ず
検
診
を
受

け
て
下
さ
い
。

検
診
期
間
中
ど
う
し
て
も
受
診

で
き
な
い
人
は
、
市
立
病
院
、
国 O

耳

と

言

葉

相

談

日

六
月
二
十
一
日

の

立
長
崎
中
央
病
院
、
国
立
川
棚
病

院
で
そ
の
旨
申
し
出
て
検
診
を
受

け
、
結
果
を
手
帳
に
記
入
し
て
も

ら
っ
て
下
さ
い
。

当
日
は
健
康
手
帳
の
更
新
事
務

(
交
付
)
を
行
い
ま
す
の
で
、
受

診
で
き
な
い
人
は
代
理
人
で
行
っ

て
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
大
村
保
健
所

へ

日
程
は
左
記
の
と
お
り

圃
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

該
当
者

次
の
人
を
除
く
全
員

山
就
学
前
の
乳
幼
児

間

旭町アパート広場
第 1生命ビル横
水主町聖美幼稚園
水田 1区公民館

時

9:30-10:30 
11:00--12.00 
13:00 14:00 
14:30--15:30 

6月17日|協和町九州産業前 I J:~Q-!Q:~Q 
(火)W 1古賀島公民 館 111:00~12:00

1植松公民館 113:30-15:00

1一大出協吋「 9:川 :30
(水)WI賜習??喜 iiiIKli:11

i旧日|松並町長崎書目前 IJ:川 か
|市 伝 染 病 棟 横 |川11工:0ω0--1臼2:寸00

叶 間|ii11111

6月(企初)日 水中古中諏地町訪区田5住1郵区医民田セ広便中ン商タ応場局ー 111134自30030000~~~-11110245 3m 030 0 0 

6月23日
桜柴水赤カ佐丘計田旅古館公公街公.民民末民広樟館館前1|||11ケ391300000~~~11112460 30030 0 00 1 

(月)

6月24日
寿黒宮辻丸田小古町久路保公佐企属井病民民商院庖横館館 1114913 30030000~~~11114025.・130000 0 0 

(火〉

6月25日
竹原原小松路農口口口業住住普公宅宅及セ民遊公ン民圏タ館地館ー

11141310~こ1121010 1 (水〉

6月(A2J6日I諏坂誕抽訪口出住公公宅公民民民館館館 ||111913-加0300~~~111025.-2n8Hn 日

|町 l橋口病院 |川 :30l| アパート吉岡商居前 111:00-12:001 
(金) I※竹松本町公民館 II3:3o，...，i5: dd I 

※ なお、新城公民館、池田住宅公民館、竹松

本町公民館はレントゲン撮影後循環器検診

も実施します。

ただし、 40，...，64歳の人に限ります。

第 1回レントゲン検診日程

所場

口凶

日
)
一

月

盟

問

(月)

ω小
・
中
・
高
校
な
ど
修
学
年
限

一
年
以
上
の
学
校
の
児
童
生
徒

同
事
業
所
で
定
期
検
診
を
受
け
る

人
凶
現
在
、
結
核
の
治
療
を
受
け
て

い
る
人
。

定::¥対新番号 II日番号

6(月水11)日 001111101445--80 ~ 3333--2924 ~ 

6月(木12〉日 001111124756--85 ~ 3333--259557 ~ 

6月(金13〉日 001111247065--38 ~ 3333--575682 ~ 

6月(水18〉日 001111450365--62 ~ 3333--796643 ~ 

6月(木19〉日 001111563665--O7 ~ 3333--1914667 ~ 

6月(金20〉日 001111766965--2 5~ 3333--11124999 ~ 

6月(月23)日 001111799265--05 ~ 3333--1136061 0~ 

6月(氷25)日 001112902565--30 ~ 3333--12606925 ~ 

6月(木26)日 001122105865--85 ~ 3333--22029266 ~ 

001122118961--33 ~ 3333--22222372 ~ 

6月27日 o 24918-5-- 33-1375--
(金〉 -長崎市、県内県外からの転入者

-健康診断受診者証所持者

C1838.-2457) 

原爆被爆者定期健康診断日程表

午
後
一
時

1
四

時

福

祉

セ

料

無
料
で
す
。

金

実
施
日
程

右
記
の
通
り

圃
妊
婦
と
乳
幼
児
相
談

月日 |時 間 |場 所 1 対 象

6月10日 930401- 妊婦と乳幼児

6月12日193::3000~~11151 1 竹松出張所 乳幼児

6月17日 9:30-11:00 松原出張所 妊婦と乳幼児 |

6月25日1310~(1受4付:0)0 鈴田幼稚園 1昭14生7れ12の~幼昭児48. 

6月26日 9:30-11: 00 萱瀬出張所 妊婦と乳幼児

/ 

タ園
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
と

B

・C
・G

の
予
防
接
種

該
当
者

生
後
六
カ
月
以
上
四
歳

未
満
の
人
(
た
だ
し
、
保
育
所

な
ど
で
受
け
た
人
は
除
く
)

料
金
無
料
で
す
。

※
母
子
手
帳
を
持
参
し
て
下
さ
い

日
程
は
左
記
の
と
お
り

ツ反検査・ B・C.G接種目程

実施場所 |ツ反検査長・c・品

市 役 所

諏訪 公民館 6月17日 6月19日

萱瀬出張所

三 浦診療所

鈴 田 出張所 6月18日 6月20日

竹松本町公民館

市 民会館
6月24日 6月26日

福重出張所

中地区公民館
6月25日 6月27日

松 原 出張所

圃

6
月
の
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

時聞はいずれも

午後 2時-3時

※ 

000  

六
日
1
七
日

九
日

I
十
日

二
十
二
日

1
三
十
日



(6) 

募

集

b おおむ

圃
国
税
専
門
官
を
募
集

|
大
学
卒
業
程
度
|

受
験
資
格
昭
和
二
十
三
年
四
月

二
日

t
昭
和
二
十
九
年
四
月
一

日
生
れ
の
男
子

願
書
受
付
期
間

六
月
九
日

t
十
六
日

第
一
次
試
験
日

七
月
十
九
・
二
十
日

試
験
地

福
岡
市
第
一
薬
科
大
学

願
書
請
求
先

人
事
院
九
州
事
務
局

福
岡
国
税
局

大
学
の
就
職
関
係
課

願
書
提
出
先

福
岡
国
税
局
(
福
岡
市
博
多
区

市政だより昭和50年 6月 1日
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

曜当番医日の6月

博
多
駅
東
二
丁
目
一
一
番
一
号
〉

第
一
次
合
格
者
発
表
九
月
六
日

最
終
合
格
者
発
表
十
一
月
十
日

採
用
予
定
人
員
全
国
で
四
百
五

十
人

採
用
予
定
日
来
年
四
月
一
日

問
合
せ
人
事
院
九
州
事
務
局

電
話
四
三
一

l
七
七
三
三

福
岡
国
税
局
人
事
課

電
話
四
一
一

l
O
O三一

又
は
最
寄
り
の
税
務
署
総
務
課

圃
発
明
創
意
工
夫

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

資
格
県
下
在
住
者
に
限
る

応
募
締
切
日
九
月
三
十
日

賞
一
等
知
事
賞
及
び
副
賞

二
万
円
そ
の
他
賞
が
あ
り
ま
す

申
込
先
長
崎
市
文
教
町
二
番
五

号
長
崎
県
工
業
試
験
場
内

発
明
協
会
長
崎
県
支
部

電
話

@
l
二
六
四
七

(
申
込
用
紙
希
望
の
人
は
二
十

円
切
手
同
封
の
上
申
込
ん
で
下

さ
い
)

※
詳
し
く
は
申
込
先
ま
た
は
市
商

工
観
光
課
へ

-
簡
易
保
険
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

応
募
資
格
小
学
五
年
生
か
ら
中

学
三
年
生
ま
で

文
題

的
「
簡
易
保
険
」
ま
た
は
こ
れ
に

関
連
あ
る
も
の

川

自

由

題

作
品
の
長
さ
四
百
字
詰
原
稿
用

紙
五
枚
以
内

送
付
先
大
村
郵
便
局

締
切
六
月
三
十
日

※
詳
し
く
は
大
村
郵
便
局
保
険
課

(
電
話
②
|
二
八

O
一
)
へ

催

し

も

の

日l診療科目 |医院名 |所在地|電話 l

整形外科 貞松整形

8 内科・外科 牧山医院 宮小 5-7831 
内科 毛利医院 ーノト8517

眼 科 楠本眼科 東本町2-2711 
15産婦人科 長野病院 東三城2-2107 

内 科 田中医院 堺町5-8260 

田中医院 乾馬場2-2724 
22内科 松永内科

竹松乾馬場
2-2943 

整形外科 橋口医院 本町5-8739 

内 科 藤井内科 東本町2-3878 
29小.児科 出口小児科 諏訪2-2252 

整形外科 牟田整形 古町2-4501 

午前9時~午後6時

園
大
村
少
年
合
唱
団

第
一
回
発
表
会

日
時
六
月
十
五
日
(
日
)

午
後
一
時
三
十
分
間
演

会
場
市
民
会
館

主
催
大
村
少
年
合
唱
団
母
の
会

後
援
市
教
育
委
員
会

大
村
市
音
楽
団
体
協
議
会

診療時間※ 

友
情
出
演

川
棚
少
年
合
唱
団

入
場
料
無
料
。
た
だ
し
入
場
整

理
券
が
必
要
で
す
の
で
中
央
公

民
館
へ
申
し
込
み
下
さ
い
。

園
大
村
ギ
タ
ー
合
奏
団

第
四
固
定
期
演
奏
会

日
時
六
月
二
十
一
日
(
土
)

午
後
六
時
三
十
分
開
演

会
場
市
民
会
館

出
演
及
び
賛
助
出
演

大
村
ギ
タ
l
合
奏
団

ム
ギ
タ
l
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
山

口
修
さ
ん
山
下
和
仁
さ
ん
諌

早
ギ
タ
l
室
内
合
奏
団

入
場
券
三
百
円

主
催
大
村
ギ
タ
l
合
奏
団

後
援

市
教
育
委
員
会
外

習

会

講
圃

第

二

回

生
き
が
い
論
講
座

日
時
六
月
二
十
三
日
(
月
)
午

後
一
時
三
十
分

l
三
時
三
十
分

場
所
中
央
公
民
館

対
象
一
般
成
人

受
講
料
無
料

講
師
江
川
ミ
キ
先
生

申
込
六
月
十
五
日
(
当
日
消
印

有
効
)
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
第
一
回

申
込
者
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
先
久
原
郷
一
の
一
中
央
公

民
館
「
生
き
が
い
論
講
座
」
係

電

話

②

l
四
三
二
一

圃
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

初
心
者
講
習
会

期
間
六
月
四
日

t
二
十
五
日

毎
週
水
曜
日

時
間
午
後
七
時

t
九
時

会
場
中
地
区
公
民
館

受
講
料
無
料

定
員
男
女
各
二
十
五
人

対
象
成
人
一
般

講
師
大
村
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
指

導
部

申
込
乾
馬
場
郷
二
四
六
l
五

中
地
区
公
民
館
気
付

大
村
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
あ
て
住

所
、
氏
名
、
年
齢
を
ハ
ガ
キ
で

申
込
む
か
当
日
会
場
へ

園
大
村
走
ろ
う
会

会
員
を
募
集

無
理
を
し
な
い
で
楽
し
く
走
ろ

う
と
い
う
会
で
す
。

多
数
ど
参
加
下
さ
い
。

合
同
練
習
日
毎
月
第
一
・
第
三

h、

日
曜
日
午
前
十
時
三
十
分

会
場
市
営
陸
上
競
技
場

対
象
四
十
歳
以
上
の
人
(
男
女

不
問
、
四
十
歳
以
下
の
人
も
準

会
員
と
し
て
歓
迎
し
ま
す
)

申
込
練
習
日
に
直
接
会
場
へ

問
合
せ
市
内
上
久
原
一

O
九
O

指
方
誠

-
ミ
ス
と
ミ
セ
ス
の

た
め
の
健
康
ク
ラ
ブ

日
時
六
月
十
三
日
か
ら
毎
週
金

曜
日
午
後
七
時
l
九
時

場
所
市
民
体
育
館

定
員
二
十
人

講
師
体
育
指
導
員

白
浜
千
鶴
子
先
生

会
費
月
五
百
円

申
込
六
月
十
日
ま
で
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
ハ

ガ
キ
で
市
社
会
教
育
課
内
山
下

喜
子
へ

国
柔
道
教
室

対
象
一
般
、
高
・
中
・
小
学
生

日
時
毎
週
火
・
木
曜
日

午
後
六
時

t
八
時
(
小
・
中
学

生
は
七
時
ま
で
)

場
所
市
民
体
育
館

連
絡
先
練
習
日
は
体
育
館

(
電
話
③
|
一
五
五
二
)
ま
た
は

竹
松
本
町
浦
山
方
(
電
話
@
l

七
八
一
一
)
へ
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